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講
演
で
は
「
経
済
安
全
保
障

の
名
の
下
で
、
大
学
・
研
究
機

関
が
政
府
の
意
に
よ
る
再
編
・

支
配
の
動
き
や
地
方
自
治
体
で

の
デ
ジ
タ
ル
改
革
や
財
政
誘
導

に
よ
る
国
の
統
制
、
自
治
権
の

侵
害
の
広
が
り
」
な
ど
を
指
摘

し
、
公
共
を
取
り
も
ど
す
運
動

の
重
要
性
に
つ
い
て
お
話
を
頂

き
ま
し
た
。

続
い
て
「
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
」
を
行
い
、
「
労
働
環
境
の

悪
化
、
若
手
職
員
の
離
職
の
急

増

公
共
の
持
続
性
の
危
機
」

（
京
都
）
、
「
す
す
む
非
正
規

化
・
学
童
保
育
の
指
定
管
理
導

入
、
揺
ら
ぐ
公
共
」（
埼
玉
）、

「
保
護
者
と
と
も
に
育
む
公
共
、

子
ど
も
た
ち
に
も
う
1
人
保
育

士
を
」
（
愛
知
）
、
「
市
町
村

合
併
・
人
口
減
少
・
地
域
の
公

共
は
ど
う
な
っ
て
い
る
」
（
愛

媛
）
、
「
公
共
を
破
壊
す
る
維

新
政
治
、
自
体
の
役
割
と
は
」

（
大
阪
）
か
ら
報
告
を
受
け
、

住
民
へ
の
影
響
や
職
場
の
状

況
、
労
働
組
合
と
住
民
と
の
運

動
に
つ
い
て
深
め
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
発
言
で
は
、
東
京
か

ら
稲
葉
多
喜
生
副
委
員
長
が
保

育
業
務
の
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
化
実
態
調

査
の
取
り
組
み
や
、
岡
山
か
ら

公
立
図
書
館
の
公
共
を
取
り
戻

す
運
動
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。2

日
目
は
7
分
散
会
が
行
わ

れ
、
東
京
自
治
労
連
は
分
散
会

参
加
に
あ
た
り
、
開
催
目
的
を

3
点
掲
げ
（
1
）
「
こ
ん
な
地

域
と
職
場
を
作
り
た
い
ー
公
共

を
と
り
も
ど
す
」
運
動
を
す
す

め
る
た
め
の
学
習
と
意
思
統
一

を
図
る
。（
2
）全
国
の
地
域
、

職
場
で
の
実
践
や
教
訓
を
交
流

す
る
。
（
3
）
運
動
を
担
う
次

世
代
の
役
員
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
掲
げ
、
多
く
の
単
組

役
員
の
参
加
で
成
功
を
目
指
す

こ
と
と
し
ま
し
た
。

単
組
・
局
支
部
は
各
分
散
会

で
「
公
的
医
療
の
低
下
を
許
さ

な
い
都
立
病
院
独
法
化
反
対
の

運
動
」
「
保
育
園
の
弾
力
化
問

題
」
「
保
育
業
務
の
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ

化
実
態
調
査
」
「
土
木
現
業
の

採
用
の
広
が
り
」
「
公
契
約
条

例
に
よ
る
報
酬
下
限
額
」
「
地

域
労
連
と
区
職
労
の
共
同
」「
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
ア
ン
ケ

ー
ト
・
組
織
化
」
の
報
告
を
準

備
し
、
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

分
散
会
で
は
、
「
公
共
が
ど
う

壊
さ
れ
て
い
る
の
か
」
「
住
民

の
手
に
公
共
を
取
り
戻
す
た
め

の
自
治
体
労
働
者
の
役
割
」「
自

治
体
業
務
の
意
義
・
専
門
性
を

深
め
る
」
こ
と
、
自
治
研
活
動

の
重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
話

し
合
わ
れ
、
こ
の
集
会
を
契
機

と
し
た
運
動
を
各
地
方
組
織
・

単
組
で
具
体
化
し
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
労
連
は
5
月
20
〜
21
日
に
か
け
て
、
茨
城
県
つ
く
ば

国
際
会
議
場
で
表
記
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
集
会
に
は
全

体
で
1
5
5
人
、
東
京
か
ら
は
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
集

会
1
日
目
は
全
体
会
で
、
基
調
報
告
を
は
じ
め
、
岡
田
知
広

さ
ん（
京
都
橘
大
学
教
授
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
）よ
り「
公

共
を
取
り
も
ど
す
運
動
の
展
望
を
切
り
開
く
・
憲
法
・
地
方

自
治
が
い
か
さ
れ
る
自
治
体
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
記
念

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。安保3文書の具体化として、防衛省

・自衛隊が調達する兵器などの開発・
生産基盤を強化する軍事産業を財政
的に支援する軍事産業支援法、大軍拡のための財源確保
法の審議が進められています。この5年間で43兆円もの
軍事拡大を進めるもので、国民の社会保障や教育予算を
減らし、生活を脅かしかねません。
こうした問題を深め、今、私たちにできることを考え

ます。

日時 6月23日（金）
18：30～20：30

場所 東京労働会館7階ラパスホール
・ＷＥＢ併用

記念講演

新しい戦前にしないために、
今、できること（仮題）
講師 木村草太氏（都立大学教授）

［ＺＯＯＭ］参加の方 18時から入室可能です。
組織名とお名前を入れて入室してください。

ミーティングＩＤ：82232903352
パスコード：461670

主 催・憲法をいかす自治体労働者東京連絡会
事務局・東京自治労連
☎03-5940-7951 MAIL honbu@tokyo-jichiroren.org

民
間
労
働
者
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
公
務
労
働
者
も
厳
し
い

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
生
活
改
善
に
向
け
、
少
な

く
と
も
物
価
高
騰
を
上
回
る
賃

上
げ
が
必
要
で
す
。

今
夏
の
人
事
院
勧
告
と
政
治

の
責
任
で
大
幅
賃
上
げ
を
実
現

さ
せ
る
た
め
、
公
務
職
場
は
も

と
よ
り
民
間
単
産
と
共
同
で

「
人
勧
期
署
名
」
が
取
り
組
ま

れ
ま
す
。

自
治
労
連
は
組
合
員
数
以
上

の
集
約
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
自
治
体
・
公
務
公
共

関
係
職
場
を
対
象
に
、
組
合
員

は
も
と
よ
り
非
組
合
員
、
職
場

の
管
理
職
な
ど
す
べ
て
の
職
員

と
、
家
族
な
ど
へ
の
取
り
組
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
主
な
要
求
項
目

・
住
民
の
い
の
ち
・
く
ら
し
・

権
利
を
守
る
公
務
労
働
者
の

賃
金
・
一
時
金
を
大
幅
に
改

善
す
る
こ
と
。

・
地
域
手
当
の
支
給
地
域
の
拡

大
や
支
給
割
合
を
高
位
平
準

化
す
る
な
ど
し
て
、
賃
金
の

地
域
間
格
差
を
解
消
す
る
こ

と
。

・
初
任
給
を
抜
本
的
に
改
善
す

る
こ
と
。
少
な
く
と
も
民
間

と
の
格
差
は
早
期
に
解
消
す

る
こ
と
。

・
再
任
用
職
員
の
賃
金
を
大
幅

に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

一
時
金
の
支
給
月
数
改
善
、

生
活
関
連
手
当
等
を
支
給
す

る
な
ど
常
勤
職
員
と
の
格
差

を
解
消
す
る
こ
と
。

・
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
一
時

金
や
生
活
時
関
連
手
当
等
を

常
勤
職
員
と
同
様
に
支
給
す

る
こ
と
。

ま
た
、
病
気
休
暇
の
有
給
化

や
採
用
当
初
か
ら
の
年
休
取

得
を
可
能
と
す
る
な
ど
常
勤

職
員
と
の
均
等
待
遇
を
図
る

こ
と
。

入
管
法
の
参

議
院
審
議
が
始

ま
っ
た
。
と
に

か
く
日
本
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
や
米

国
に
比
べ
て
、

条
件
が
厳
し
す
ぎ
る
。

先
日
、
「
朝
日
新
聞
（
5
月

29
日
付
）
」
に
、
各
国
の
送
還

・
収
容
の
状
況
が
出
て
い
た
。

英
国
は
63
％
、
米
国
32
％
、
独

国
26
％
、
仏
国
17
％
、
そ
し
て

日
本
は
0
・
67
％
。
こ
れ
で
、

Ｇ
7
の
議
長
国
と
い
え
よ
う

か
。と

に
か
く
難
民
と
し
て
、
日

本
に
入
国
す
る
こ
と
は
狭
き
門

で
あ
る
。
過
去
41
年
間
で
難
民

申
請
し
た
人
は
、
9
万
1
6
6

4
人
、
こ
の
う
ち
難
民
と
認
定

さ
れ
た
人
は
、
た
っ
た
の
1
1

1
7
人
。
当
然
と
し
て
日
本
は

他
の
国
か
ら
厳
し
い
批
判
を
受

け
て
い
る
。
い
ち
日
本
人
と
し

て
、
恥
ず
か
し
い
限
り
だ
。

に
も
関
わ
ら
ず
、
入
管
法
を

さ
ら
に
厳
し
い
内
容
に
改
悪
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
今

回
の
入
管
法
「
改
正
」
だ
。
こ

れ
に
よ
る
と
申
請
は
3
回
目
で

終
わ
り
、
日
本
追
放
の
処
置
が

と
ら
れ
る
と
い
う
。

そ
も
そ
も
自
公
政
府
は
難
民

の
実
情
を
理
解
し
て
い
な
い
。

難
民
は
命
の
危
険
が
あ
る
か
ら

母
国
を
逃
げ
て
き
た
、
そ
こ
へ

送
り
返
せ
ば
命
を
断
た
れ
る
危

険
性
が
高
い
。
人
道
問
題
で
あ

る
。
野
党
提
案
に
耳
を
貸
し
、

諸
外
国
並
み
の
法
案
に
せ
よ
。

公務員賃金改善署名７月２６日人事院に提出

こ
ん
な
地
域
と
職
場
を
つ
く
り
た
い

公務員賃金改善署名

公
共
を
取
り
も
ど
す
全
国
交
流
集
会

「23年人勧期署名」のとりくみ「23年人勧期署名」のとりくみ

憲法をいかす自治体労働者
東京連絡会講演会
憲法をいかす自治体労働者
東京連絡会講演会
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石井　一禎

7月20日
北千住法律事務所

4
月
29
日
、
30
日
、
2
0
2

3
年
東
京
自
治
労
連
軟
式
野
球

大
会
が
清
瀬
運
動
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
大
会
は
、
雨
天

に
よ
っ
て
、
8
日
、
16
日
が
2

度
の
延
期
及
び
統
一
地
方
選
挙

に
よ
る
日
程
の
調
整
が
厳
し
い

な
か
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

決
勝
は
、
板
橋
区
職
労
と
世

田
谷
区
職
労
と
な
り
、
準
決
勝

22
得
点
（
サ
イ
ク
ル
ホ
ー
ム
ラ

ン
山
口
選
手
）
、
決
勝
17
得
点

と
板
橋
区
職
労
の
打
撃
が
光
っ

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
熱

田
投
手
、
阿
瀬
見
投
手
リ
レ
ー

に
よ
る
二
試
合
完
封
の
安
定
感

も
あ
り
、
東
京
代
表
と
し
て
関

東
甲
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
の
期

待
し
ま
す
。

最
優
秀
選
手
は
山
口
岳
・
板

橋
区
職
労
、
敢
闘
賞
は
菊
池
航

大
・
世
田
谷
区
職
労
で
し
た
。

5
月
13
日
、
東
京
労
働
会
館

地
下
中
会
議
室
で
2
0
2
3
年

東
京
自
治
労
連
囲
碁
・
将
棋
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

対
戦
の
結
果
、
板
橋
区
職
労

の
芦
川
さ
ん
、
平
野
さ
ん
、
住

吉
さ
ん
が
上
位
3
位
と
な
り
、

午
後
か
ら
の
関
東
甲
越
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

保
育
は
把
握
す
る
と
こ
ろ
か
ら

保
育
園
の
事
務
作
業
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
記
事
を
読
み
ま
し

た
。
こ
れ
は
既
存
の
ア
プ
リ
を

導
入
す
る
か
ら
問
題
が
起
こ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現

場
の
実
態
を
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
し
、

保
育
者
や
保
護
者
が
何
を
求
め

て
い
る
の
か
把
握
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
て
ほ
し
い
。
サ
ー
ビ

ス
を
一
か
ら
作
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
（
江
東
区
職

労
・
南
砂
第
一
保
育
園
・
片
野

奈
保
子
）

感
謝
の
一
年

育
休
復
帰
し
て
1
年
が
経
ち

ま
し
た
。
同
僚
に
感
謝
感
謝
の

1
年
で
し
た
。
今
年
ま
た
産
休

を
い
た
だ
く
予
定
な
の
で
、
引

き
継
ぎ
等
し
っ
か
り
し
て
い
き

た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！
（
目
黒
区
職
労
・
区

民
生
活
部

戸
籍
住
民
課

戸

籍
証
明
係
・
大
島
美
希
）

平
和
の
意
味

「
戦
争
し
た
い
で
す
か
？
」

と
問
わ
れ
れ
ば
、
「
戦
争
は
い

や
で
す
。
」
と
答
え
が
返
っ
て

く
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
世

の
中
の
動
き
は
戦
争
が
で
き
る

よ
う
に
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
で
も
考
え
て
み
れ
ば
、

発
案
す
る
人
々
も「
平
和
な
世
」

に
あ
っ
て
の
発
案
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

社
会
人
と
し
て
、
「
平
和
」

で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
府
中

療
育
セ
ン
タ
ー
・
桑
原
み
ど
り
）

逃
げ
続
け
る
こ
と
は

久
々
の
異
動
で
す
。
こ
れ
ま

で
逃
げ
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
作
業

が
思
い
の
ほ
か
多
く
、
基
本
か

ら
勉
強
し
直
し
の
毎
日
で
す
。

逃
げ
続
け
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
！
（
足
立
区
職
労
・
区

民
の
声
相
談
課
・
上
野
友
子
）

【
応
募
総
数
】
1
1
2
通

正

解
者
の
中
か
ら
、
厳
正
な
抽
選

の
結
果
、
次
の
30
名
の
方
々
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

景
品
の
図
書
カ
ー
ド
（
5
0

0
円
）
は
、
組
合
事
務
所
へ
送

り
ま
す
。

【
当
選
者
】

公
共
一
般
世
田
谷
支
部
・
世
田

谷
区
社
会
福
祉
協
議
会
・
佐
藤

ち
ひ
ろ
／
同
墨
田
支
部
・
墨
田

区
立
寺
島
中
学
校
・
太
田
和
幸

子
／
同
豊
島
支
部
・
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
・
川
口
容
子

／
江
東
区
職
労
・
東
砂
幼
稚
園

・
吉
田
優
子
／
同
・
小
名
木
川

第
二
保
育
園
・
増
田
い
づ
み
／

同
・
城
東
保
健
相
談
所
・
澤
野

麻
由
子
／
墨
田
区
職
労
・
墨
田

区
役
所
横
川
出
張
所
・
小
倉
健

治
／
同
・
す
み
だ
土
木
事
務
所

・
平
俊
治
／
同
・
環
境
保
全
課

・
白
石
茉
里
惠
／
同
・
横
川
出

張
所
・
田
邉
望
美
／
足
立
区
職

労
・
足
立
福
祉
事
務
所
中
部
第

一
福
祉
課
保
護
第
五
係
・
渡
邊

直
希
／
同
・
田
畑
百
合
子
／
同

・
興
本
区
民
事
務
所
・
喜
多
純

平
／
世
田
谷
区
職
労
・
国
保
・

年
金
課

資
格
賦
課
・
鈴
木
敦

子
／
品
川
区
職
労
・
人
事
課
・

有
海
翔
／
同
・
水
神
保
育
園
・

寺
田
凪
子
／
同
・
品
川
区
立
品

川
学
園
・
笹
間
弓
代
／
同
・
源

氏
前
保
育
園
・
角
田
ゆ
か
／
目

黒
区
職
労
・
建
築
課
・
高
橋
智

成
／
同
・
保
健
予
防
課
・
高
橋

玲
子
／
同
・
福
祉
総
合
課
・
藤

原
千
佳
／
同
・
介
護
保
険
課
・

瀬
恒
淳
子
／
板
橋
区
職
労
・
前

野
地
域
セ
ン
タ
ー
・
松
田
裕
樹

／
同
・
板
橋
福
祉
事
務
所
・
上

田
弥
佳
／
同
・
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
保
護
課
・
小

澤
ゆ
い
子
／
豊
島
区
職
労
・
池

袋
中
学
校
・
鈴
木
清
一
／
文
京

区
職
労
・
整
備
技
術
課
・
小
久

保
正
美
／
同
・
土
木
部
管
理
課

・
内
田
布
美
／
都
税
支
部
・
主

税
局
立
川
都
税
事
務
所
小
平
都

税
支
所
・
義
経
和
成
／
都
立
学

校
支
部
・
青
梅
市
立
第
一
中
学

校
・
羽
村
英
明

（
以
上
、
順
不
同
、
敬
称
略
）

２
０
２
３
年
軟
式
野
球
大
会
開
催

２
０
２
３
年
軟
式
野
球
大
会
開
催

東
京
自
治
労
連
囲
碁
・

将
棋
大
会
開
催

優勝を喜ぶ板橋区職労チームのみなさん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ

ズ

ル

４
月
１７
日
出
題

１３２

上位の皆さんは関東甲越ブロック大会へ

正
解
＝
シ
ャ
カ
イ
ジ
ン

（
社
会
人
）
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